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〒355-0814
滑川町みなみ野1-10-21
TEL : 080-7980-8059

9月定例議会報告
ようやく秋の気配を感じる季節となりました。
近隣では秋祭りや運動会などの行事も行われ、
地域のにぎわいを実感する頃かと思います。

中西ふみとし通信
第13号

中西ふみとし通信
第13号

この度、9月2日から9月9日までの8日間（実質6日）にわたり開催
された第248回定例議会の審議結果をご報告いたします。今回の定
例議会では、計21件の議案と3件の認定が提出され、いずれも原案
通り可決されました。 今回も反対する案件はなく、全てに賛成いた
しました。今後も住民の皆さまから寄せられる声を丁寧に受け止め、
是々非々の立場で判断してまいります。議会での決定が住民の生活
にどう影響するのかを第一に考え、今後も誠実に報告を続けてまい
ります。詳細についてご興味がございましたら、ぜひお問い合わせ
ください。

＜9月定例議会審議結果＞ 審議の分かれた議案

滑川町議会議員 中西文寿
Mail : nakanishi.suppo789@gmail.com

公式サイト Facebook Instagram

議案番号 件　　　名 結果

議案第57号 令和7年度滑川町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）の議定
賛成多数

（賛成11、反対2）

議案第59号 令和7年度滑川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）の議定
賛成多数

（賛成11、反対2）

認定第1号 令和6年度滑川町一般会計及び特別会計決算の認定
賛成多数

（賛成11、反対2）

議案審議補足

議案第57号、59号の補正予算の根拠となっているのは、令和8年度から新た
に始まる「子ども・子育て支援金制度」です。 重要なので補足します。

制度の目的: 安定的な財源を確保し、少子化対策を強化すること

裏面に続く
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一般質問

今回登壇した議員は8名。中西からの質問は以下の通り。

表面からの続き

被保険者が加入する医療保険の保険料に「子ども・子育て支援金」が上乗せさ
れる形で徴収される。 （実質増税と言える）

※表内の文字が小さくなっており、読みづらくて申し訳ありません。詳しい内容は、表紙の
QRコードからアクセスできる「公式サイト」の「お知らせPDF」でもご覧いただけます。

財源の仕組み: 全世代が社会の宝である子
ども・子育てを支えるという観点から、

補正予算の目的：子ども・子育て支援金を賦課・徴収するために、既存の保険
料算定・収納システムの改修をすること
両議案に賛成した理由：国民健康保険や後期高齢者医療の保険料に「支援金」
を上乗せするという国の制度設計自体は不適切であると思う。しかし、否決す
ることにより、国保・後期高齢者医療の賦課徴収事務の停滞や国庫補助金の逸
失リスク、事務処理の長期的な非効率化が考えられ、住民と行政の混乱を避け
るという観点から反対できないと判断したもの

テーマ 質問 回答 所見

①谷津沼農業システムの現在

の具体的な取組と今後の計画

はどうなっているのか

②谷津の里・伊古の里はどの

ように活用するのか

①協議会のホームページで農業体

験や農業関連イベントの公表を予

定し、準備中

②各里でのイベント開催の為に貸

し出す事も可能

外国人に伊古の里を紹介する

素晴らしいYouTube動画があ

るが町のホームページからは

たどり着けない。質の高いコ

ンテンツを多くの方に視聴し

て貰える方策はあるか

該当の動画は滑川町農泊推進協議

会で作成したもので、視聴できる

ように働き掛ける。その他の団体

で作成したものも相互リンクが行

えるようにお願いしていく

町役場正面玄関のスロープは

勾配が急で車いすでの利用は

危険だが、設置目的は何か。

また階段を安全に利用できる

ように手摺りを設置できない

か

滑川町役場庁舎は、昭和56年に建

築され、正面玄関中央のスロー

プは当時の基準で設置されてい

る。手摺りの設置可否については

今後、調査、研究をしたい

バリアフリー法に適合した手すり

付きのスロープが正面玄関西側に

既にあり、認識しやすいよう標示

を設置し周知されるとのこと。正

面階段への手摺りの設置について

は、引き続き実現を強く要望する

レンガ舗装の歩道は路面がガ

タガタしているため、車いす

やベビーカーでの通行が困難

であるとの意見がある。この

状況について、どのように認

識されているか

部分部分ではアスファルトに変え

ているところもある。そのような

経緯もあるので、個別に相談して

もらえれば、対応可能か検討して

行く

部分対応では、車いすやベビー

カー利用者の利便性を地域全体で

確保できない。 真のバリアフリー

を実現するため、地域を俯瞰した

整備計画が不可欠となる。今後、

関係者と協議をしたい

バリアフリー化を更に進める

ためには当事者の声や視点を

取入れることは重要。職員が

実際の不便さを疑似体験する

ことを検討できないか

目線を変えることで、見えてくる

状況も変わる。施設を所管する職

員だけでなく、新入職員研修の一

部に取り入れるなど、広く取り組

めるように検討していく

職員の疑似体験導入について町と

の認識が一致し、前向きな答弁を

大変喜ばしく思う。誰もが快適に

過ごせる町づくりへ、今後の具体

的な取り組みに大いに期待したい

観光推進

歩行が困難な方に優

しい施設とは

1

2

町では①②の取り組みに加え、東

松山・比企広域観光推進協議会が

JAFやNEXCO東日本と連携したイ

ベントを開催するなど、観光振興

に積極的に取り組んでいる。しか

し、せっかくの優れた企画も、そ

れが多くの方に伝わらなければ、

「宝の持ち腐れ」となり、税収へ

の貢献にも繋がらない。今後は、

広報戦略のあり方を早急に研究・

確立していく必要がある
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